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ヒアリ類（ヒアリ、アカカミアリを含む４種群 23 種及び各種間の交雑種） 

 

 分類 ハチ目アリ科トフシアリ属 

 ソレノプシス・ゲミナータ種群 Solenopsis geminata species group 6 種 

S. amblychila, S. aurea, S. bruesi, S. gayi, S. geminata (アカカミアリ), S. xyloni 

 ソレノプシス・サエヴィシマ種群 Solenopsis saevissima species group 14 種 

S. daguerrei, S. electra, S. hostilis, S. interrupta, S. invicta (ヒアリ), S. macdonaghi,  

S. megergates, S. metallica, S. pusillignis, S. pythia, S. quinquecuspis, S. richteri (クロヒアリ), 

S. saevissima, S. weyrauchi 

 ソレノプシス・トリデンス種群 Solenopsis tridens species group 2 種 

S. substitute, S. tridens 

 ソレノプシス・ヴィルレンス種群 Solenopsis virulens species group 1 種 

S. virulens 

 

 評価 特定外来生物（アカカミアリ、ヒアリは既に特定外来生物） 

 

 生態系被害防止外来種リスト 

アカカミアリ：緊急対策外来種 

ヒアリ：侵入予防外来種 

 

 原産地 

 Solenopsis geminata species group 

S. amblychila アメリカ合衆国西南部～メキシコ北部 

S. aurea アメリカ合衆国西南部～メキシコ北部 

S. bruesi ペルー 

S. gayi チリ～ペルー南部 

S. geminata (アカカミアリ) アメリカ合衆国南部、中央アメリカ、南アメリカ北部、
カリブ諸島 

S. xyloni アメリカ合衆国西南部～メキシコ北部 
 Solenopsis saevissima species group 

S. daguerrei ブラジル中西部、アルゼンチン 

S. electra アルゼンチン西部、パラグアイ、ボリビア（アンデス山麓） 

S. hostilis ブラジル 

S. interrupta アルゼンチン西部、ボリビア 

S. invicta (ヒアリ) ブラジル中西部～南部、ボリビア、ウルグアイ、アルゼンチン北
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部 

S. macdonaghi ウルグアイ、アルゼンチン北部 

S. megergates ブラジル南東部 

S. metallica ブラジル 

S. pusillignis ブラジル中西部 

S. pythia ブラジル、アルゼンチン 

S. quinquecuspis アルゼンチン、ウルグアイ、ブラジル 

S. richteri (クロヒアリ) ブラジル南東部、アルゼンチン中央東部 

S. saevissima ブラジル 

S. weyrauchi ペルー側とボリビア側のアンデス山脈 

 Solenopsis tridens species group 

S. substitute ブラジル中央東部 

S. tridens ブラジル東北部 

 Solenopsis virulens species group 

S. virulens 南米に広く分布（ブラジル・コロンビア・エクアドル） 

 

 定着実績 

 Solenopsis geminata species group  

アカカミアリが北米から南米、オセアニア、東南アジア、南アジア、西アジア、ヨー
ロッパ南部、アフリカ、マダガスカル、オーストラリアと広く定着している。日本に
は南西諸島（沖縄本島，伊江島），火山列島（硫黄島）に侵入している。 

 Solenopsis saevissima species group 

ヒアリ（S. invicta）がオーストラリア、北米、台湾、中国南部等に定着している。物
資の移動に伴い非意図的に導入されたものと考えられる。1930 年頃、輸送船を通じて
ブラジル南部からアメリカ合衆国アラバマ州の港に持ち込まれたのが最初の侵入事例
とされる。 

クロヒアリ（S. richteri）は南米から北米への移入時期は 1918 年頃であるとされてお
り、ヒアリと同様にアラバマ州の港に輸送船を通じて持ちこまれたのが最初とされ
る。 

 Solenopsis tridens species group 

なし 

 Solenopsis virulens species group 

なし 

 

 評価の理由 

ヒアリ、アカカミアリの分布拡散にともない、世界的に生態系、農業、人体への影響が見
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られているが、いわゆるヒアリ類（Fire ants）と呼ばれる 4 種群の 23 種は形態的に酷似し
ており分類が困難であること、雑種を形成すること、生態的にも類似しており同様の被害
を及ぼすおそれがあることから、4 種群およびその雑種を含む指定が必要であると考えら
れる。なお、トフシアリ属には在来のトフシアリ、オキナワトフシアリを含めて 220 種程
度が含まれている。 

 

 被害の事例 

1) 生態系に係る被害 

 Solenopsis geminata species group  

＜交雑＞ 

● 南北アメリカの各地にて S. xyloni とアカカミアリ（S. geminata）の間で雑種交雑が起
こっている(Hung and Vinson, 1977)。 

＜競合＞ 

● 硫黄島においては他のアリ類を駆逐し最優占種となっている（自然環境研究センター, 

2008）。硫黄島の個体群が定着している状態では、小笠原諸島、そして本土に侵入す
るリスクは非常に高いものと推定される(山本・細石, 2010)。 

＜捕食＞ 

● アカカミアリは、攻撃的で高い採餌能力を持ち、他の小型節足動物などを捕食し、在
来の生物多様性を減少させることが知られている(Holway et al., 2002; 自然環境研究セ
ンター, 2008)。 

● アカカミアリにより、チョウ、ウミガメの孵化幼体や、地上に巣を作るウズラ類のひ
な、リクイグアナ、リクガメ、マングース等が襲われることがある(Holway et al., 

2002)。 

● アメリカ合衆国において、S. xyloni により他の在来アリのコロニーが襲撃された
(Wheeler and Wheeler, 1986)。 

 Solenopsis saevissima species group 

＜交雑＞ 

● 北米の複数のアリ種（在来および導入の両方）が南米の種と広範囲に交雑することが
報告されている（Shoemaker et al., 1996; Cahan and Vinson, 2003; Ross and Shoemaker, 

2005）。ヒアリの侵入先であるアラバマ州、ミシシッピ州では、クロヒアリと雑種を
作っている（Holway et al., 2002）。ヒアリとクロヒアリの雑種は親種よりも高い耐寒性
をもつことから、定着可能圏が北上する可能性がある (James et al., 2002)。 

● ブラジルの沿岸に沿って分布する S. saevissima の系統がアカカミアリと交雑している
と考えられ、種群間雑種ができる可能性が示唆されている(Ross et al., 2010)。 

＜捕食＞ 

● この種群のアリは極めて攻撃的で、節足動物の他、爬虫類、小型哺乳類をも集団で攻
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撃し捕食することが知られており、家畜への被害も起きている（Jouvenaz, 1990; 

Guillebeau et al., 2002; Holway et al., 2002; Tschinkel, 2006; 自然環境研究センター，2008; 

Pitts et al., 2018）。  

● フランス領ギアナでは、S. saevissima が元々は河岸の森林や牧草地にのみ分布してい
たが、熱帯雨林の地域が人為的に破壊されるにつれ、裸地となった地域に素早く分布
を広げており、生態系への影響が懸念されている(Dejean et al., 2015)。 

 Solenopsis tridens species group 

＜その他＞ 

● アリ類に種子散布を頼る一部の植物種の種子を食し、散布を阻害している(Oliveira et 

al., 2019)。 

 Solenopsis virulens species group 

● 情報なし。 

 

2) 人の生命・身体に係る被害 

 Solenopsis geminata species group  

● 米軍基地の兵が本種に刺され、重症のアナフィラキシーショックに陥った例（ハワ
イ、グアム、沖縄）が報告されている（Helmy, 1970; Hoffman, 1997）。死亡例は今のと
ころ確認されていない。 

 Solenopsis saevissima species group 

● 本種群のアリはいずれも巣を攪乱するものを敵と認識して集団で防衛、攻撃する。そ
の刺傷は痛みだけでなく深刻なアナフィラキシーショックを引き起こすため、危険で
ある(Prahlow and Barnard 1998; 自然環境研究センター, 2008; Pitts et al., 2018)。本グル
ープのアリの毒液中の可溶性タンパク質がアレルゲンとなり、種間で共通の成分があ
る(Potiwat and Sitcharungsi, 2015)。ヒアリの毒のタンパク質成分は、46 種以上が存在
するが、それらの内の４種類（Sol i 1，Sol i 2，Sol i 3，Sol i 4，）がアレルゲンとなる
事が知られている。これらのアレルゲンは，スズメバチやアシナガバチ、そしてアカ
カミアリとクロヒアリと交叉反応を引き起こす（勝田，2017; Potiwat and Sitcharungsi, 

2015）。 

● ヒアリによる死亡例は 1988 年段階で分かっただけでも 83 名前後（重複の可能性があ
り、確実なものは 32 例）とされている。現在、中国での死者は少なくとも 2 名との
ことであるが、この数字は 2006 年以来そのままの数字である。台湾でもヒアリによ
る刺咬被害が各地で多発しており、大きな社会問題となっている。桃園県や台北では
100 校以上もの学内に本種の巣が見られ、生徒や職員が咬まれる被害が出ている（寺
山, 2018）。 

 Solenopsis tridens species group 

● 情報なし。 
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 Solenopsis virulens species group 

● 刺されれば他のヒアリ類以上の激痛であるとされる(Trager, 1991; 東ほか, 2008)。 

 

3) 農林水産業に係る被害 

 Solenopsis geminata species group  

● キュウリ、トマト、綿花、ジャガイモなどを加害する（Holway et al., 2002）。農作物や
その種子を採食する他、農地に営巣した場合、農作業の大きな妨げとなる（自然環境
研究センター, 2008）。カイガラムシを本種が保護することによる農業被害など多くの
問題を引き起こす（国立環境研究所, 2019）。 

 Solenopsis saevissima species group 
● この種群のアリは極めて攻撃的で、節足動物の他、爬虫類、小型哺乳類を集団で攻撃

し捕食することが知られており、家畜への刺咬被害も起きている（Jouvenaz, 1990; 

Guillebeau et al., 2002; Holway et al., 2002; Tschinkel, 2006; 自然環境研究センター, 2008; 

Pitts et al., 2018）。 

● マメ科植物、ジャガイモ等の種子や実生、根などが加害され、枯死することもある
（Vinson, 1997; Shatters & Vander Meer 2000; Holway et al., 2002）。 

● 香港の都市部の農業者へのインタビューによれば、農地環境の半分程度に侵入してお
り、頻繁に刺傷被害に合っているほか、10～80％程度、作物生産に影響が出ている
（Kin et al., 2019）。 

 Solenopsis tridens species group 

● 情報なし。 

 Solenopsis virulens species group 

● 情報なし。 

 

4) その他の社会的被害 

 Solenopsis geminata species group  

● 電気コードが齧られる被害や、電化製品のスイッチの作動不良を引き起こす被害が想
定される(寺山, 2018) 

● オーストラリア、アメリカ等では防除事業に膨大な費用を要している（種生物学会, 

2010）。 

 Solenopsis saevissima species group 

● ヒアリ類の巣が都市などの構造物や道の下に作られ、それによって倒壊したり、道に
穴が開く危険性がある(Smith, 1965; Stiles and Jones, 1998)。 

● 信号などのインフラ設備・電気設備に侵入し、漏電による火災や故障を引き起こし、
破壊することがある(Anderson and Vander Meer, 1993; Slowik et al., 1997; 環境省, 2018)。 
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 Solenopsis tridens species group 

● 情報なし。 

 Solenopsis virulens species group 

● 情報なし。 

 

 生態学的特徴 

 Solenopsis geminata species group  

● 巣は土中に作られ、数千から 100,000 個体ほどの働きアリからなる大きさになる。楯
状の低いマウンドを作り、そこに複数の巣口が見られる(MacKay et al., 1990; Porter et 

al., 1988)。 

● アカカミアリは高密度に生息し、巣密度はメキシコで>2500/ha，テキサス州で>90/ha

といった報告がある (Porter et al., 1988; 寺山, 2018)。インドでは>6000/ha の巣密度の
記録もある (Veeresh, 1990; Taber, 2000)。 

● 高い採餌能力をもち、雑食性で、動物質から植物質まで幅広く食物とする（Holway et 

al., 2002）。アブラムシやカイガラムシ類に多く集まり甘露を摂取する(東ほか, 2008)。 

 Solenopsis saevissima species group 

● ヒアリ（S. invicta）の女王アリは１日に約 2000 個もの卵を産むことができ、巨大なコ
ロニーを形成する(Davis, 2004; 自然環境研究センター, 2008)。産卵速度は女王の体重
に相関し、1 時間に 20-170 個、平均 80 個のスピードで卵を産み続けることができる 

(Tschinkel, 1988; Vander Meer et al., 1992)。成熟したコロニーでは働きアリの数は 40 万
頭に達する（自然環境研究センター, 2008）。 

● ヒアリ（S. invicta）は雑食性で植物の蜜、アブラムシの分泌する甘露、小昆虫、小動
物、動物の死骸、生ごみなども餌にする (寺山, 2018)。集団で攻撃して節足動物を補
食するほか、爬虫類、小型哺乳類を補食し、鳥類の営巣・雛の成育にも影響を及ぼす
こともある。農作物やその種子も食す（自然環境研究センター, 2008）。 

 Solenopsis tridens species group 

● 情報なし。 

 Solenopsis virulens species group 

● 情報なし。 

 

 我が国への侵入経路 

 Solenopsis geminata species group  

● 意図的な輸入はないが、その生態からコンテナ等に付着して非意図的に侵入しやす
い。2017 年以降、国内でもアカカミアリの発見事例が相次いでいる。コンテナ内から
発見される事例が多いが、港湾のコンテナヤードにおける営巣が確認されたほか、内
陸の住宅で女王が発見された例もある。 
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 Solenopsis saevissima species group 

● 意図的な輸入はないが、その生態からコンテナ等に付着して非意図的に侵入しやす
い。2017 年以降、国内でヒアリの発見事例が相次いでいる（2019 年 7 月までに 42

例）。コンテナ内から発見される事例は多く、コンテナヤードや周辺域での営巣も確
認されたことから、コンテナから漏れ出している可能性が指摘されている。 

 Solenopsis tridens species group 

● 情報なし。 

 Solenopsis virulens species group 

● 情報なし。 

 

 形態的特徴並びに近縁種、類似種などについて 

トフシアリ属のうち、ヒアリ類（Fire ants）とされる北米～南米に生息する 4 種群 23 種
は、触角鞭節第 2 節（多くの場合第 3 節も）が幅より長さが長いことでその他の種群と区
別される（Pacheco et al., 2013; 東ほか, 2008）。 

 Solenopsis geminata species group  

● 体長 3～8mm。赤褐色で頭部は褐色。頭部頭盾中央に小さな突起を持つが目立たない
か、欠失する。触角柄節は一般に短い。腹柄節下面にはよく発達した隆起がある（自
然環境研究センター, 2008; Pitts et al., 2018）。ワーカーは顕著な多型(Pitts et al., 2018)。
同種群内の種はいずれも形態が似ており、形態観察による識別は困難である (Pitts et 

al., 2018)。 

 Solenopsis saevissima species group 

● 働きアリは体長 1.5~4mm が多い。体色は赤褐色～茶褐色もしくは黒色。頭部頭盾中央
に 1 本の剛毛をそなえる。触角柄節が 10 節で先端 2 節は棍棒状。腹柄は 2 節で腹部
の基部に接続する。最初の鞭節が長い。腹柄および頭盾中央の歯が欠如もしくは小型
化(Pitts et al., 2018)。働きアリは多型性(寺山, 2018; Pitts et al., 2018)。いずれも形態観察
による識別が困難 (Taber, 2000; Fox et al., 2018)。マイナーワーカー(小型働きアリ)は形
態比較による他種群のヒアリ類との識別すら難しい(Fox et al., 2018; Pitts et al., 2018)。 

 Solenopsis tridens species group 

● 触角柄節が長く、その先端は頭部後縁の角を越え、前伸腹節の腹柄節との接続部にあ
る綾縁部はよく発達し、腹柄節の柄部は長い (Pitts et al., 2018)。ワーカーが単型
(Trager, 1991; Pitts, 2002; Pitts et al., 2005; Pitts et al., 2018)。複眼の大きさ、後腹柄節、
および体色から S. virulens species group との識別が可能 (Trager, 1991; Pitts et al., 

2018)。 

 Solenopsis virulens species group 

● ワーカーは単型。目が小さい (20-60 facet)。鞭節の第１節で長さより幅が広い。後腹
柄節は拡張していない (Pitts et al., 2018)。  
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 防除に関する情報 

根絶成功を確認するためのモニタリングは困難かつ高コストとなることから、近年開発
されている検出率モデル（Ramsey et al., 2009; Ramsey et al., 2011）等の技術により、迅速
に、安価に、効果的な根絶が可能になることが期待されている。 

 Solenopsis geminata species group  

● ベイト剤の使用等が挙げられるが、現状において防除方法は確立されていない。 

 Solenopsis saevissima species group 

● ヒアリに感染するとされるウィルス（３INV）を飼育下でヒアリを含む同属の近縁種
5 種に暴露した結果、ヒアリのみ発症した。種特異的な防除への応用が期待される
(Porter et al., 2015)。 

● アメリカ農務省等によりヒアリの寄生バエであるノミバエの研究が進められている。 

(Porter, 1998)。 

● ワサビなどの辛み成分「アリルイソチオシアネート」を含むマイクロカプセルのヒア
リに対する忌避効果が確認された (Hashimoto et al., 2019)。 

● ヒアリ根絶の成功事例の多くは 10 ヘクタール以下であるが、最大はオーストラリア
のブリスベン港の 8,300 ヘクタールのヒアリ根絶事例である(Hoffmann et al., 2016)。オ
ーストラリアでは 14 年間で 3.2 億オーストラリアドル（約 270 億円）を費やしている 

(Wylie et al., 2016; 寺山, 2018)。 

● ヒアリの最大の被害国のアメリカ合衆国では年間 6000-7000 億円の被害が生じてい
る。テキサス州だけでも、年間 1300 億円の被害が生じ、年間防除費用は 300 億円が
費やされている（Lard et al., 2002; 寺山, 2018）。 

● ニュージーランドはヒアリを国土から根絶できた唯一の国であり、早期の対処と適切
な殺蟻剤の選択と散布、またニュージーランドは涼しいのでコロニーがそれほど早く
成長しなかったこと等が成功の要因と考えられる(Morrison et al., 2004)。例えば、オー
クランド空港で発見されたケースでは、2 年間のヒアリ根絶事業に費やされた予算は
1.2 億円である(寺山, 2018)。 

● 中国では現在林業、農業、環境に関する各セクションが防除を行っている。広東省の
みでも年間 1 億元（150 億円）以上の対策費用が捻出されている(自然環境研究センタ
ー, 2018)。 

● 台湾では桃園県の石門でのヒアリ侵入地帯 13 ha(1578 巣)の根絶成功例もある (Hwang, 

2009)ものの、十数年間で約 36 億 5000 万円の防除費用をかけたが、全国的な封じ込め
に成功していない(Hwang, 2009)。 

 Solenopsis tridens species group 

情報なし。 
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 Solenopsis virulens species group 

情報なし。 
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